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通院介護センター 
さ わ や か

通
院
介
護
事
業
一高
知
県
で
も

江
頭K本長
オ
ル
グ
へ

院
重

が
設
立
さ
れ
、
今
度

は
、
高
知
県
で
設
立
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

四
月
に
は
、
長
崎
県
でも
設
立

の計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

に
義
け
て発
足
し
た
、
「さ
わ

や
か
」
を
是
に
全
国
的
に波
及
.一一

し
て
いま
す
。

.

全
国
の
整
と
し
て
、
「さ
わ
一

や
か
」
が
順
調
に
推
移
し
、
模
範

と
な
る
よ
う
な
事
業
が
期
待
さ
れ

て
いま
す
。 

第 2 5 号

一月
三
一目
(目
)
十
三
時
半

よ
り
、
四
国
・高
知
県
の高
知
城

ホ
ール
で、
社
会
短
・医
療
事

業
団
望

r、還
院
介空
ロ客
考

「さ.4つや.0、」
、え
る
っど
い
」
が
、
高
知
議

病
自著
友
の会
主
催
で
開程
さ
れ
' 

.ま
し
た
。

. 

'
北
九
州
市
の
「さ
わ
や
か
」
を

参
考
に
し
て、
高
知
県
でも
通
院

.介
華基

行
い
た
い
と
し
て
、
, 

催
,つさ
れ
た
も
の
で
す
。

,・ 

高
知
城
ホ
ー
ル
に
は
、
約
百
名

の
由著
、
ス
夕
ッ
フな
ど
が
つど
. 

いま
し
た
。

中村一--害
会会長
の種
のあ

'と
、
高
知
一器
標

長々
・寺
尾
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八幡事業所lltIFax672-7595 
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尚
民
先
生
が
、
,種
院
空
に
っ
い

て
の、
実
態
調
査
に基
っい
た
話

を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
さ
れ
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
の
透
析
事
情要

じ

え
て、
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま

し
た。
引
き
続
き
、
「さ
わ
や
か
」
江

要
西長
が
演
壇
に立
ち
、
「光

州
市
に
お
け
る
通
院
介
護要

の

経
過
と
問
題
点
」
に
っ
い
て
、
話

し
ま
し
た。 

福
祉
制
度
は
申
請
制
度
で
あ
り

黙
って
い
て
は
、
そ
の
恩
意
に
預

か
ら
な
い
ば
か
り
か
、
権
利
は
侵

害
さ
れ
て
ゆ
差
す
。
行
政
に
は

声
を
上
げ
て
ゆ
か
な
い
と
、
私
た

f

'
 

ち
の
編
は
電
れ
ま
せ
ん
。
' 

北
九
州
市
に
お
い
て
は
、
七
年

に
わ
た
る
陳
情
や
請
願
の重
、

よ
う
や
く
、
通
院
介
華基

が
出

来
ま
し
た
。
仲
間
が
特接
を
養

す
る
こ
と
か
ら
、
発
展
し
、
現
在

は
、
月
三
直
国
の
送
、要
す
る
に

い
た
り
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
で
は
、
コ
ーデ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
果
た
す
必動
が
大
変

重
要
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
、
熱
心
に
要

っ

て
いた
だ
い
て
い
る
こと
も
理
un

し
ま
し
た。

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
義
会
」

や
「さ
わ
や
か
新
聞
」
な
ど
を
発

行
し
た
え
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
の
接
触
を
保
っ
こと
金
要

こ
と
で
あ
る
、
な
ど
と
発
言
し
、

高
知
県
の
華著
の
皆
さ
ん
に
訴
え

ま
し
た。
昨
年
十
月
一目
に
佐
賀
県
で
通

※
保
本
勇
 
一 
郎

小
倉
南
区
津
田

◎
応
募
の
動
機

私
自
身
が
需
を
し
て
いま
す

の
で室藤
に
動
け
な
い人
警
こ

の
目
で
見
て
い
る
の
で
、
本
当
に
. 

困
って
い
る
人
達
の手
助
け
に
な

る
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

' 

◎
「さ
わ
や
か
」
に
一言
 

・-

現
在
の
ま
ま
「,ー
い
と
.思
.いま

'.す
。
'

◎
藤

・特
技
 
'・... 

一社
交
タ
ン
ス
. 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
 

' 

自著
さ
ん
達
の
話
を
聞
く
と
本

当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
素
こ

と
と
思
い
ま
す
。
末
永
く
続
く
こ

基
暫
ます。 

Q,e ※
川
ロ
秀
之
 'さ
ん

八
幡
東
区
松
尾
町

◎
応
募
の
動
機
 

. 

長
ぃ理

を
ゃ
って
ぃた

の
で
、
そ
の書
で
指
導
等
お
こ

が
ま
し
く
考
え
て
い
た
が
、
、能

に
爾
が
要

主
、治要
と
相
談

何
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

て
いた
の
で
今
回
参元
し
た
空

です
。
◎
「さ
わ
家
」
に
一言
 
' 

始
め
た
ば
か
り
です
。 そ
の
内

具
申
し
た
い
。

◎
趣
味
・特
技

スポ
ーッ、特に理

望

他
大
し
た
趣
味
ナ
シ

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
と
は

安
重
信無

ボランティ
4月 1 8 日 (日) 
4 0 0 0 円会費
集合 : 8 ; 0 0 小倉駅KMMビル前

JR八幡駅前8;30 
目的地 : 呼子 (詳細はチラシで)
ジーラに乗ってfi周やヒラメの
舞踊りを見よう ! --_- -.--.-

役
負
会
の
お
知
ら
せ
一 

、-<i:

通
院
介護
セ
ン
タ
ー 「さ
わ
や

か
」
g営
貝会
を
二
月
十
八
目
 (木

十
五時
半
よ
り
、
八
幡
事
業
所
で

開
催
し
ま
す
。

今
華

後
の
役
a貝会
に
な
り

ま
す
。 議
題
は
、
来
量
の
事
業

計
画
の作
成
、
今
量
基
の決

算
、
醫
貝の
賃
金
、
関
係
団
体
と

の
害

に
つ
い
て
、
な
ど
を

重
f
るー疋です。

市
か
ら
の助
要
笠で
、
事
業
を

し
て
い
ま
す
の
で、
市
障
室短

課
に
よ
る
、
基
算
塑
n、
事
業
計

画
が
厳
格
に
調
査f
れ
ま
す
。
' 

事
業
は財
要

ョめ明

に推
ー
て
います
。来
年度
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


